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編集後記

　『芸術と教育』第 7 号をお届けします。今号は論文が三本と、徐々に論文が
増えてきています。
　教職教育に携わっていると、学生が教員採用試験に合格することが大きな
関心事になります。しかし、言うまでもなく、教員採用試験合格は目的では
なく、教諭としての教員生活のスタートでしかありません。大学教育として
は、教職に就いてからの授業のために十分な能力を身に付けるようにするこ
とがまず必要で、それが教員採用試験の合格につながっていくものでもあり
ますが、それにとどまらず、学校教育現場において何を変えるべきかを考え、
不断に教育を進歩させていく姿勢を持たせることも大切でしょう。
　そのためには、大学の教員の側も、批判的な目を持ちながら教育の現状を
吟味検討し、より良い教育のあり方について考察することが重要です。実践
報告からその具体的な活動を知ることが有意義である一方、原理的な視点か
ら思考を展開する論文も、この論集には欠かせないものですので、論文の投
稿がさらに多くなることを期待しています。
　最後になりましたが、査読を引き受けてくださった先生方、教職相談室の
皆様、田辺プリント社の方々に感謝申し上げます。
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